
2007年出土の木簡
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戸
時
代

（
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部
中
世
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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

足
利
学
校
跡
は
北
側
に
山
地
、
南
側
に
関
東
平
野
を
望
む
平
坦
地
に
位
置
し
、

清
水
川

（現
渡
良
瀬
川
）
や
名

草
川

。
田
島
川
が
押
し
出
す
土

砂
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
標
高

約
三
四
ｍ
の
自
然
堤
防
上
に
所

在
す
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、

方
丈

・
庫
裏

・
書
院
な
ど
の
建

物
跡
、
庭
園
、
井
戸
、
堀
、
土

塁
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

木
簡

（卒
塔
婆
）
は
、
敷
地

の
四
周
を
め
ぐ
る
堀
の
、
東
側
の
堀
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
東
堀
跡
は
江
戸
時

代
の
図
面
ど
お
り
幅
四
間
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
さ
ら
に
こ
の
下
か
ら
中

世
頃
の
幅

一
一
ｍ
以
上
の
堀
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
が
出
土
し
た

の
は
江
戸
時
代
の
東
堀
か
ら
で
あ
る
。

ほ
か
に
木
製
品
と
し
て
は
木
杭

・
破
片
を
除
い
て
二
七
点
あ
り
、
う
ち
東
堀

か
ら
は
、
漆
器
椀
五
、
下
駄
四
、
木
桶
底
板

一
、
柄
狗
底
板

一
、
不
明
木
製
品

一
点
が
江
戸
時
代
の
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
一
切
仏
□
□
慈
雲
想
観
信
女
十
三
回
忌
之
□
」

〔
登
力
〕

塔
此
以
功
徳
同
□
覚
路

Ｇ
ヽ
ｅ

×
盟

×
ω
　
ｏ
⇔
Ｐ

木
簡
は
卒
塔
婆
で
、
上
半
は
欠
損
し
、
下
方
は
地
面
に
刺
さ
り
や
す
い
よ
う

に
楔
状
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
出
土
し
た
東
堀
跡
の
す
ぐ
東
側
は
臨
済
宗
善
徳

寺
の
墓
地
に
な
っ
て
い
る
。
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）

(深谷 。桐生及足利)




